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全日本インカレを振り返って
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。今回は部内で人気者のお二人です。
470からは中村和希(新4)、スナイプからは原田達郎(新4)へのインタビューです。
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中村 和希

４７０スキッパー

Q.プレイヤーとし
ての強みは？
A.プレイヤーとし
ての強みといえる
ほどかはわかりま
せんが、レースの
序盤で遅れをとっ
てしまっていても、
まだ全然巻き返せ
るというメンタル
で中盤や終盤まで
諦めずに前を目指
せるのはあるかも
しれません。
86代の鈴木晟太氏
とペアを組んでい
た時にじょうたさ
んから最後まで諦
めないことの大切
さを学びました。
精神的に崩れなけ
れば、挽回の機会
はたくさん転がっ
ているので、常に
ポジティブに前を
目指すように心掛
けています。

Q.これまでの部活を振り返って
A.辛い経験も楽しい経験も多くしましたが、全
体で見ると、楽しい経験の方が多かったなと思
います。
凍えるような寒さの中や連日の強風での辛い練
習でも、みんなで一緒に頑張るというのは楽し
くもありましたし、ヨットに乗れることそれ自
体もとても好きでした。気づけば新4回生になっ
てしまっていて、あと1年しかないと考えると寂
しいなと思います。残りの1年間悔いのないよう
に部員みんなで頑張っていきたいなと思ってい
ます。

Q. 尊敬する先輩
は？
A.尊敬する先輩は
数多くいますが、
85代の470スキッ
パーであった中川
武洋氏は特に尊敬
しています。未経
験ながら2回生か
らインカレで活躍
されていました。
私が470に乗り始
めた頃からずっと
憧れの存在であり、
何度も質問したり
よく動画を見ても
らったりしていま
した。470の知識
で武さんから学ん
だものはかなり多
くあります。また、
ヨット以外でもた
くさんお世話に
なっており、とて
も頼りになる兄の
ような存在です。

スナイプ クルー

原田 達郎

Q.ペアとの思い出
A.一個上のぬぬさん
と出た去年の個人戦
予選の2日目で1上1
位を取ったことです。
ゼネリコを繰り返し、
ブラックが上がって
ラインが低い中での
スタートでした。当
時加速には自信がな
かったですが見通し
には自信があったの
で周りより早く加速
をはじめめちゃく
ちゃ高いスタートを
決めることができま
した。そのまま何も
考えずひたすら左に
伸ばしヘダーしたタ
イミングで返したら
どんどんリフトして
いったのを今でも覚
えてます。死ぬほど
嬉しかった記憶があ
ります。ただその後
2上で死ぬほど落と
したのは内緒の話。

Q.オフの過ごし方
A.ヨット部の冬のオ
フといえばやっぱり
鳥清ですかね。鳥清
とは部活で募集され
ているバイトで年末
になると募集されま
す。老舗の鶏肉屋さ
んで、社員さんの人
柄も最高にいいです。
また場所が錦市場と
いうこともあり、京
都らしさを感じられ
るのも楽しい部分で
す。また部員と一緒
にバイトに入るので
普段のバイトと違い
退屈したり寂しい思
いをすることもあり
ません。賄いで出て
くる店の鶏肉を使っ
た唐揚げなども堪ら
ないです。お金に
困っている現役部員
には絶対おすすめで
す！

Q.京大ヨット部の好きなところ
A.なんだかんだみんな京大ヨット部が好きな所
です。皆ヨットというスポーツもヨット部とい
う組織も大好きです。だからこそ自分達が映っ
てきたPVを見て馬鹿みたいに盛り上がれるし、
先輩方のフルセイルをあんなにも読むんだろう
なと思います。また特に愛を感じるのはインカ
レなどの大事な大会には必ずと言っていいほど
OBさん方がいらっしゃる所です。皆さん親のよ
うな目線で見守っていて卒業してもなんだかん
だヨット部が好きなんだなあと感じます。他大
学を見ていてもあんなにOBが集まっている大学
は少ないように感じました。これからもご声援
の方よろしくお願いします。

ペアを組んでいた加藤との写真。2年間ペアを組んでいた分だけ多くの思
い出が残りました！

新艇が来た時に470チームみんなで撮った思い出の写真です！
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レスキュー便り

新3回生
マネージャー
畑中 翔

プレイヤー以上に情熱あふれるマネージャーたちの活動や思いについて紹介します。

～ヨット部のやりがい～
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スナイプジュニア＠蒲郡

団体戦後すぐの蒲郡でのレース、
２回生クルーとして様々な思いがこみ上げました。

46（古澤・實松）ペアでのラストのレースとなりました。
いつも仲のいい２人、これからの87代470チームの最前線です！

全日本470＠江ノ島

新3回生スナイプクルーの金坂です。今大会は１１月１３日と１４日の２
日間で実施され、３回生スキッパーの南野先輩と出場しました。
初日は琵琶湖ではあまりないほどの強風で３レース実施されました。あま
り練習したことがないコンディションであり、順位が安定しませんでした。
2日目は軽風で１レース実施されました。スタートも決まり、うまく風を
とらえることができ２位で帰ってこれました。
今大会は社会人セーラーや強豪校が出場しており、レベルの高い大会で
トップセーラーの方たちとの実力差を痛感しました。今大会でわかった自
分の弱点をすこしでも少なくし、一日でも早くトップセーラーの仲間入り
できるように練習に励みたいと考えております。

代交代式＠ZOOM

86代の先輩方、お世話になりました！
先輩から学んだ多くの事を新体制でも受け継いでいきたいです。

新4回生470クルーの實松大介です。先日行われました、全日本470のレー
ス報告をさせていただきます。本大会は社会人でオリンピック出場選手も
参加するなど非常にレベルの高いものでした。1日目は午後から4〜0mの
微風の中レースが行われ、ブルーフリートでは2艇のみフィニッシュとい
う波乱の展開でした。またイエローフリートでは抜井奈良ペアが2位フィ
ニッシュし、翌日には2位のビブスをきてレースに出場することができま
した。2日目以降は軽風から1.5ピンダウンの強風まで様々な風域でレース
が行われ、関東の大学や社会人と走り比べ、インカレが終わった後のリ
ラックスした気持ちで楽しく挑むことができました。個人的にはギリギリ
ゴールドフリートに残れず悔しい思いをしましたので来年リベンジをした
いと思っています。今回の経験を活かして今後のレースに挑みたいと思い
ます。

こんにちは、新2回生470スキッパーの飯田碧です。11月20日、86代から87
代への代交代式がzoomにて開かれました。現役、OBOG、監督・コーチら
約80名が参加し、旧幹部からの引退挨拶や新幹部の決意表明が行われまし
た。式の途中で４年間の思い出の写真が詰まったムービーが流れ、もうこ
の先輩方と一緒に部活をすることはないのかと思うと、とても寂しくなり
ました。
87代での目標は「総合3位入賞」です。南野主将を中心とした新体制での
活動が始まり、早くも一体感をより感じる機会が増え、これからどんな
チームになっていくのか、とてもワクワクしています。86代で築かれた万
里一空の精神をしっかりと受け継ぎ、新たなチームで頑張っていきたいと
思います。
これからも引き続きご支援、ご声援の程宜しくお願い致します！
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